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荒川「たんぽ」の
順応的な維持管理について

羽越河川国道事務所
調査課 笹木 茂

石山 慧

写真：平林たんぽ
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１．はじめに

荒川水系

たんぽ（ワンド）

昭和42年羽越水害以来
緊急的に河川改修

水際環境の単調化
たんぽ等自然環境の減少

護岸等整備により治水安全度が向上
洪水による撹乱機会の減少
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１．はじめに

「荒川水系河川整備計画」平成16年  3月

・多様な生態系を育む河川環境として、瀬、淵、たんぽ
といった荒川で特徴的な地形を有する箇所の保全に努める

・特に水際環境が単調化している区間については、
現況の多様な環境を参考にして、河川環境の多様化に努める

→ 羽越水害以前のより豊かな河川環境の再生に積極的に取り組む

「荒川自然再生計画書」 平成22年12月
   平成25年  8月（一部見直し）

・荒川の河川環境上の問題点や課題について把握・分析を行う
・環境改善へ向けた自然再生事業の目標の設定や整備方針及び
モニタリング計画等について定める

「荒川たんぽの保全・創出検討会」平成22年から計21回開催

・整備条件や整備後のモニタリング結果について技術的観点から評価

自然再生計画策定後10年以上経過 → 状況に合わせ計画変更
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たんぽの保全・再生（現存箇所の機能改善）

２．既往の自然再生計画

トミヨ
（絶滅危惧種）
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たんぽの保全・再生（消失箇所の再生）

２．既往の自然再生計画
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たんぽの保全・再生（木工沈床の設置）

２．既往の自然再生計画
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たんぽの保全・再生（整備箇所）

２．既往の自然再生計画

川部
たんぽ

神林上流
たんぽ
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３．たんぽの整備効果と課題

（１）たんぽの整備効果

たんぽ面積の推移

トミヨ個体数の推移
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３．たんぽの整備効果と課題

（１）たんぽの整備効果

トミヨの巣

ミクリの生育密度とトミヨ営巣数の推移
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３．たんぽの整備効果と課題

（１）たんぽの整備効果
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３．たんぽの整備効果と課題

（２）たんぽの整備の課題

平林たんぽのトミヨ個体数推移
コカナダモ

土砂堆積や有機物蓄積
に伴う貧酸素化が原因？
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３．たんぽの整備効果と課題

（２）たんぽの整備の課題
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４．今後の方針

（１）対策の実施箇所の選定
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４．今後の方針

（１）対策の実施箇所の選定



15

４．今後の方針

（１）対策の実施箇所の選定
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４．今後の方針

（２）再生・創出した たんぽ の改良

○開放型への変更

○抽水植物生育帯の創出
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５．おわりに

計画の策定から実施、モニタリングによる評価、その結果を踏まえた
計画見直し・修正へのフィードバックまでを含めた大きなサイクル

＋
各段階において地域住民やNPO、地元の有識者や関係機関が連携し、
それぞれの立場でそれぞれの役割を果たしながら関わっていく仕組み

荒川自然再生計画を効果的・効率的に推進していくために

「荒川たんぽの保全･創出検討会」→「荒川自然再生検討会（仮称）」

・意見交換を通じて議論を重ね、効果的・効率的かつ円滑な
事業推進に向けて検討

・将来的には、地域が主体となった継続性のあるしくみのもと、
地域と連携した河川環境管理の実現を目指す

今後は...



（調査設計関係者）

株式会社 東京建設コンサルタント
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主な関係者
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ご清聴ありがとうございました。

写真：水生生物調査
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